
令和 5 年 3 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和5年3月

101

巻
頭
言放

水
路
の
あ
と
さ
き
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

甲
村 

謙
友

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

荒
川
今
昔
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

―
水
害
対
策
を
中
心
に
―�

大
久
根 

茂

荒
川
流
域
の
舟
運
と
文
化
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

―
新
河
岸
川
を
中
心
に
―�

川
邉
絢
一
郎

日
本
地
質
学
発
祥
の
地
と
名
勝
及
び
天
然
記
念
物「
長
瀞
」
︱︱ 

10

�

井
上 

素
子

鳥
も
窺
い
難
し
と
詠
わ
れ
た
鉢
形
城
と
荒
川
︱︱ 

12

石
塚 

三
夫

浦
山
ダ
ム
に
お
け
る
濁
水
長
期
化
対
策
に
つ
い
て

︱︱ 

14

�

宮
川 

省
三

名
栗
湖
野
外
美
術
展
と
名
栗
カ
ヌ
ー
工
房
︱︱︱ 

16

�

山
田 

直
行

荒
川
・
秩
父
を
訪
れ
て
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

�

風
間 

真
理

落
語
と
川
㉟　
「
荒
川
の
桜
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

19

 

竹
内
　 

宏

川
の
風
景
（
第
１
話
）
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

淀
川
水
系
の
河
川
絵
図

〜
時
間
軸
で
重
ね
る
、面
的
に
拡
げ
る
〜	

鈴
木 

康
久

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
水
防
災
の
取
り
組
み
と
地
域
振
興

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人	

利
根
川
流
域
交
流
会	

福
成 

孝
三

木
曽
川
水
系
上
下
流
交
流

︱
能
郷
白
山
か
ら
愛
西
市
船
頭
平
閘
門
︱	

三
本
木 

隆

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

地
域
と
共
に
取
り
組
ん
だ

川
除
絵
図
・
河
川
図
の
研
究
・
展
示	

山
浦 

直
人

越
後
平
野
に
お
け
る
水
と
の
闘
い

︱
大
河
津
分
水
通
水
100
周
年
、関
屋
分
水
通
水
50
周
年
︱	

長
谷
川
賢
市

宮
村
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

 

松
田
芳
夫

協
会
活
動
日
誌

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

31

特
集
「
荒
川
」



令和 5 年 6 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和5年6月

102

巻
頭
言石

に
刻
ま
れ
た
文
化
と
歴
史
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

2

白
井 

勝
二

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

自
然
災
害
伝
承
碑
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

〜
過
去
か
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ
災
害
教
訓
の
バ
ト
ン
〜�

門
脇 

利
広

「
埼
玉
県
の
災
害
伝
承
碑
」を
振
り
返
っ
て
︱
︱
︱ 

8

―
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館�

令
和
3
年
度
冬
期
企
画
展
―�

森
　 

圭
子

「
川
の
碑
」
常
願
寺
川
の
災
害
と
治
水
砂
防
を
記
念
す
る

︱
︱ 

10

�

成
瀬 

龍
也

伊
藤
伝
右
衛
門
と
鵜
森
伏
越
樋
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

12

�

児
玉
　 

剛

千
曲
川
の
歴
史
的
水
害
を
伝
え
る
遺
産
︱︱︱
︱ 

14

�

山
浦 

直
人

石
碑
で
辿
る
大
河
津
分
水
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

�

岡
村 

幸
弘

川
の
本

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18
・
28

落
語
と
川
㊱
　「
遊
山
船
」
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

19

 

竹
内
　 

宏

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

源
流
域
へ
の
標
柱
建
立	

花
田 

一
之

令
和
４
年
度	

彩
の
川
研
究
会	

現
地
調
査
会

〜
八
ッ
場
ダ
ム
〜	

森
田 

好
一

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

C
Y
U
K
Y
O
災
害
歴
史
ま
ち
歩
き
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

	

末
松 

憲
子

こ
だ
わ
り
の
技
！
芥
川
の
魚さ
か
なみ
ち	

山
本 

忠
雄

第
25
回
日
本
水
大
賞
・

2
0
2
3
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
︱︱ 

29

特
集
「
川
の
碑
」



令和 5 年 9 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和5年9月

103

巻
頭
言ダ

ム
カ
ー
ド
誕
生
秘
話
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

三
橋
さ
ゆ
り

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

「
い
か
に
し
て
ダ
ム
を
受
け
入
れ
た
の
か
」
︱︱︱ 

4

と
い
う
人
々
の
ス
ト
ー
リ
ー�

浜
本 

篤
史

ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
の
地
と
平
取
ダ
ム
︱︱︱
︱
︱ 

8

川
上　

 

満

吾
妻
川�

―
八
ッ
場
ダ
ム
を
め
ぐ
る
過
去
と
未
来

︱
︱ 

10

�

佐
藤
修
二
郎

黒
部
川
の
電
源
開
発
と
魅
力
の
発
信
︱︱︱
︱
︱ 

12

�

松
島 

吉
信

水
没
閉
村
と
地
域
社
会
の
変
化��

―
徳
山
ダ
ム

︱︱ 

14

�

竹
内 　

宏

大
滝
ダ
ム
と
水
源
地
の
村
づ
く
り
︱︱︱
︱
︱
︱ 

16

�

奥
谷 

光
平

名
勝
「
満
濃
池
」
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

�

加
納 

裕
之

川
の
風
景
（
第
２
話
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

木
曽
三
川
流
域
の
河
川
絵
図

〜
川
通
御
用
の
役
儀
に
用
い
ら
れ
た
絵
図
〜 

石
川　

 

寛

川
の
本

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
22

落
語
と
川
㊲　
「
目
黒
の
秋
刀
魚
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

23

 

竹
内　

 

宏

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

多
摩
川
源
流
の
文
化
と
景
観
を
守
る
小
菅
村

	

石
坂 

真
悟

水
災
害
へ
の
意
識
を
高
め
る
市
民
防
災
ま
ち
づ
く
り
塾

	

土
屋 

信
行

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

ち
ば
河
川
交
流
会
の
あ
ゆ
み	

大
野
二
三
男

水
大
賞
表
彰
式
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

協
会
活
動
日
誌

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

31

特
集
「
ダ
ム
と
文
化
」



令和 5 年 12 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和5年12月

104

 

巻
頭
言川と

道
と
鉄
道
と
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

　
〜
相
克
と
親
和
〜 

家
田
　 

仁

川
と
鉄
道
を
楽
し
む
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

広
内
　 

健

渡
良
瀬
川
と
「
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道
」
︱︱
︱ 

8

大
島
登
志
彦

大
井
川
流
域
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
︱︱︱
︱ 

10

大
井
川
鐵
道 

山
本 

豊
福

高
原
川
の
旧
神
岡
鉄
道
を
利
用
し
た
︱︱︱
︱ 

12

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク 

鈴
木 

進
悟

ト
ロ
ッ
コ
列
車
か
ら
見
る
保
津
川
の
景
観
︱︱ 

14

井
上 

敬
章

四
万
十
川
と
と
も
に
走
る
予
土
線
︱︱︱
︱
︱ 

16

林 

進
之
助

急
流
「
球
磨
川
」、
清
流「
川
辺
川
」と
く
ま
川
鉄
道

︱︱ 

18

下
林
　 

孝

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

ふ
る
さ
と
の
川
の
ネ
コ
ギ
ギ
を
未
来
へ
守
る	

後
藤 

健
宏

神
奈
川
県
酒
匂
川
と
地
域
密
着
の

足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ	

関
口 

康
弘

吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
と
木
曽
川

︱
来
犬
１
０
０
周
年
記
念
企
画
展
よ
り
︱　

	

川
本 

真
弓   

26

酒
匂
川
を
治
め
た
歴
史
を
学
ぶ

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

 

小
倉 

久
子

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

25

川
の
風
景
（
第
３
話
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

川
瀬
巴
水
物
語	

第
1
回

私
と
巴
水	

鈴
木
　 

昇

落
語
と
川
㊳　
「
胴
乱
の
幸
助
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

 

竹
内
　 

宏

２
０
２
３
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞
参
加
報
告

︱︱
︱ 

31

協
会
活
動
日
誌

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

31

特
集「
川
と
鉄
道 

そ
の
２
」



令和 6 年 3 月 20 日発行（年 4 回発行）

令和6年3月

105

巻
頭
言風物

を
と
お
し
て
川
と
暮
ら
す
幸
せ
を
味
わ
う

︱︱ 

2

佐
々
木 

葉

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

桜
の
名
勝
づ
く
り 

北
上
市
立
公
園
展
勝
地
︱
︱
︱
︱ 

4

 

伊
藤
　 

彬 

八
重
樫
信
治

平
泉
：
毛
越
寺
庭
園
と
曲
水
の
宴
︱︱︱
︱
︱ 

8

千
葉 

信
胤

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
焼
き
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

10

白
井 

勝
二

庄
川
・
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
︱︱
︱
︱
︱ 

12

富
山
県
射
水
市

豊
川
上
流
の
春
待
つ
息
吹
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

〜
設
楽
町
の
ウ
バ
ヒ
ガ
ン
桜
と
し
だ
れ
桃
〜 

加
藤 

一
郎

湯
浅
・
広
川
地
域
に
春
を
告
げ
る
シ
ロ
ウ
オ
漁
︱︱ 

16

國
島 

大
河

仁
淀
川　
紙
の
こ
い
の
ぼ
り
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

筒
井
静
一
郎

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

松
戸
市
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り	

〜
水
と
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
〜	

	

渡
辺
　 

直

流
域
治
水
の
学
習
を
通
し
て
一
人
の
市
民
を
育
て
る

ド
ロ
ー
ン
映
像
を
活
用
し
、本
物
に
触
れ
る
授
業
実
践
よ
り	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

前
田 

昌
志  

伊
那
谷
の
昆
虫
食
文
化
を
通
じ
た
水
環
境
保
護
活
動
へ
の	

　
　

取
り
組
み	

〜
ざ
ざ
虫
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
〜	

	

山
下	

昌
秀	

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24
・
25

「
令
和
6
年
度 

定
時
社
員
総
会
」
開
催（
予
定
）に
つ
い
て

︱︱
︱
︱ 

24

川
の
風
景
（
第
４
話
）
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

川
瀬
巴
水
物
語	

第
2
回

川
瀬
巴
水
作
品
は
な
ぜ
水
辺
と
雨
、雪
、夜
が
多
い
の
か

 

鈴
木
　 

昇

落
語
と
川
㊴　
「
花 

筏
」
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

 

竹
内
　 

宏

協
会
活
動
日
誌

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

31 2226

特
集「
川
の
風
物
詩 

春
」


